
船
ま
で
家
の
人
達
が
出
迎
え
に
来
て
く
れ
た
の
で
皆
と
別
行
動

に
て
結
城
駅
に
帰
っ
て
来
ま
し
た
ら
、
部
落
の
人
達
が
出
迎
え

て
く
れ
た
。
八
月
八
日
、
四
年
九
ヵ
月
ぶ
り
に
自
宅
に
着
い

た
。今

も
元
気
に
生
活
し
て
い
ま
す
。
先
祖
の
お
か
げ
と
毎
日
感

謝
の
気
持
ち
で
お
り
ま
す
。

シ
ベ
リ
ア
収
容
所
生
活
の
三
ヵ
年(

二)

　 

栃
木
県
　
加
藤
源
四
郎
　 

召

集
　
昭
和
十
九
年
　
一
二
九
六
八
部
隊
（
新
京
）

階

級
　
一
等
兵
（
終
戦
は
奉
天
）

収
容
所
　
サ
マ
ル
カ
ン
ド
（
中
央
ア
ジ
ア
）

帰

国
　
昭
和
二
十
三
年
九
月

帰
国
後
　
会
社
員
　
（
現
状
　
無
職
）

う
そ
つ
き
ソ
連
兵
と
数
え
方

終
戦
を
奉
天
（
瀋
陽
）
で
無
線
で
知
っ
た
。
ソ
連
兵
は
ヤ
ポ

ン
ダ
モ
イ
、
ヤ
ポ
ン
ダ
モ
イ
と
ど
な
り
な
が
ら
、
装
具
は
持
て

る
だ
け
持
て
、
ベ
ス
ト
ラ
ベ
ス
ト
ラ
と
、
約
千
人
く
ら
い
列
車

に
乗
り
込
ん
だ
。
列
車
は
走
り
だ
し
、
ど
の
辺
か
小
さ
な
坂
ら

し
い
所
で
止
ま
っ
た
。
全
員
下
車
し
て
列
車
を
押
す
。
徐
々
に

動
き
だ
し
、
ま
た
乗
っ
た
。
生
ま
れ
て
初
め
て
の
体
験
だ
っ

た
。
列
車
は
北
へ
北
へ
と
…
…
。

准
尉
は
車
中
で
、
今
晩
あ
た
り
シ
ベ
リ
ア
本
線
に
入
る
だ
ろ

う
、
翌
朝
太
陽
が
前
方
に
見
え
た
ら
日
本
に
帰
る
の
だ
、
し
か

し
後
ろ
か
ら
明
る
く
な
っ
た
ら
捕
虜
だ
、
ま
あ
三
年
く
ら
い
は

覚
悟
し
な
け
れ
ば
な
ら
ん
ぞ
。
太
陽
は
後
ろ
か
ら
、
な
ん
だ
ソ

連
兵
の
う
そ
つ
き
、
俺
た
ち
は
ど
う
な
る
ん
だ
ろ
う
。
誰
も
が

不
安
な
顔
つ
き
で
黙
っ
て
い
た
。

列
車
は
草
原
や
林
の
中
を
西
へ
西
へ
と
走
り
続
け
て
四
十
日

目
に
、
何
も
な
い
草
原
の
終
点
に
到
着
し
た
。
そ
れ
か
ら
千
人

の
行
列
、
重
い
荷
物
を
背
負
っ
て
湖
の
端
を
通
り
四
時
頃
収
容

所
ら
し
い
土
の
屋
根
舎
の
入
口
に
集
結
し
た
。
一
時
間
ぐ
ら
い

で
門
が
開
き
、
中
か
ら
囚
人
ら
し
い
粗
末
な
姿
を
し
た
女
二
十

人
ぐ
ら
い
が
二
人
の
歩
■
に
連
れ
ら
れ
て
ど
こ
か
へ
移
動
し
て

行
っ
た
。
収
容
所
の
裏
は
小
高
い
岩
山
、
前
は
ダ
ム
の
湖
。
は



る
か
に
、
大
き
な
高
い
煙
突
が
二
本
（
火
力
発
電
所
か
）
立
っ

て
い
る
。
す
ぐ
中
に
入
れ
る
か
と
思
い
き
や
駄
目
で
し
た
。
ソ

連
兵
の
人
員
掌
握
に
手
間
取
っ
て
い
る
ら
し
い
。
日
本
兵
の
場

合
、
例
え
ば
二
十
三
人
い
て
も
整
列
と
な
れ
ば
四
列
に
並
び
、

一
、
二
、
三
、
四
、
五
と
、
四
人
掛
け
る
五
と
掛
け
算
を
し
て

三
人
を
プ
ラ
ス
し
二
十
三
人
と
数
え
る
。
ソ
兵
は
四
列
で
は
計

算
は
出
来
な
い
。
五
列
で
な
い
と
駄
目
。
ペ
ア
チ
ペ
ア
チ
と
ど

な
る
理
由
も
分
か
っ
た
。
後
で
知
っ
た
が
数
え
方
が
違
う
。
五

人
、
十
人
、
十
五
人
、
二
十
人
、
あ
と
三
人
残
っ
た
の
で
全
部

で
何
人
か
は
分
か
ら
な
い
。
ま
た
や
り
直
し
、
最
後
に
は
五
人

ず
つ
一
歩
前
に
出
し
、
手
で
仕
切
っ
て
数
え
た
。
従
っ
て
、
全

員
中
に
入
っ
た
の
は
十
二
時
頃
と
記
憶
し
て
い
る
。

便
所
と
寝
小
便

入
所
し
た
翌
日
か
ら
小
隊
ご
と
に
作
業
に
出
か
け
た
。
収
容

所
に
帰
る
と
、
一
部
屋
百
人
く
ら
い
だ
が
、
上
下
二
段
の
板
床

で
自
分
達
が
背
負
っ
て
き
た
二
枚
の
毛
布
に
包
ま
っ
て
寝
る

が
、
寒
さ
に
は
参
っ
た
。
便
所
は
舎
の
中
に
は
な
い
、
収
容
所

の
中
程
の
北
側
に
二
ヵ
所
あ
っ
た
。
一
ヵ
所
で
二
十
人
く
ら
い

が
同
時
使
用
の
二
ヵ
所
、
夜
間
便
所
に
行
く
の
も
大
変
。
山
羊

の
毛
皮
、
フ
ェ
ル
ト
の
半
長
を
履
き
便
所
に
。
し
か
し
大
半
は

途
中
で
用
を
し
て
急
い
で
帰
っ
て
く
る
。
歩
き
立
小
便
だ
。
翌

朝
見
る
と
通
路
の
両
側
は
真
黄
色
。
特
に
左
側
は
ひ
ど
い
。
こ

れ
は
ホ
ー
ス
を
左
側
に
出
す
者
が
多
い
か
ら
だ
。
あ
る
晩
は
寒

く
て
八
回
も
便
所
に
行
き
、
ま
た
あ
る
晩
は
寝
小
便
、
少
し
で

も
乾
か
そ
う
と
ペ
ー
チ
カ
に
腰
か
け
た
が
、
乾
く
ど
こ
ろ
か
、

あ
ち
こ
ち
で
い
び
き
、
ま
た
寝
言
を
言
う
者
、
ま
た
突
然
大
き

な
声
で
ど
な
る
者
、
本
当
に
無
情
な
夜
の
光
景
だ
っ
た
。
白
い

雪
、
小
便
の
黄
色
は
レ
モ
ン
水
の
か
か
っ
た
か
き
氷
を
思
い
出

し
た
。人

は
皆
大
空
の
雲
の
よ
う
に

毛
布
に
包
ま
り
寝
た
が
、
な
か
な
か
眠
れ
な
い
。
今
日
も
無

事
過
ご
せ
た
。
朝
か
ら
の
冷
た
い
粉
吹
雪
に
は
泣
い
た
。

外
は
ピ
ュ
ウ
と
風
の
音
、
明
日
も
ま
た
と
思
う
と
ぞ
っ
と
し

た
。
そ
う
だ
、
明
日
の
昼
の
パ
ン
は
朝
出
発
前
に
食
べ
よ
う
。

野
原
に
は
休
憩
す
る
所
も
な
い
。
時
々
思
い
出
す
の
は
内
地
の

事
だ
。
家
族
達
は
ど
う
し
て
い
る
か
、
元
気
で
無
事
で
あ
っ
て



ほ
し
い
、
祈
る
気
持
ち
だ
。
な
ん
と
か
し
て
早
く
日
本
に
帰
り

た
い
。
帰
る
の
に
雲
に
化
け
て
西
か
ら
東
に
流
れ
て
行
き
た

い
。
同
じ
収
容
所
内
の
ド
イ
ツ
人
五
人
は
一
生
ド
イ
ツ
に
は
帰

れ
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
日
本
兵
は
集
団
生
活
で
歩
■
つ
き
の

毎
日
だ
、
必
ず
帰
国
出
来
る
と
思
っ
た
。
ど
ん
な
に
苦
し
く
と

も
我
慢
だ
我
慢
だ
。
ふ
と
思
い
出
し
た
の
は
昭
和
十
年
頃
、
東

京
銀
座
で
マ
ン
ド
リ
ン
を
弾
き
な
が
ら
、「
人
は
皆
大
空
の
雲

の
よ
う
に
」
と
書
い
た
白
い
た
す
き
を
肩
に
か
け
街
を
歩
い
て

い
た
老
人
を
思
い
出
し
た
。

死
人
と
埋
葬

同
中
隊
の
兵
士
が
死
亡
し
た
。
休
日
に
八
人
が
就
役
に
出

て
、
死
体
を
戸
板
に
の
せ
シ
ャ
ベ
ル
三
個
、
鉄
棒
二
本
を
持
っ

て
ソ
連
兵
に
連
れ
ら
れ
裏
山
に
埋
め
に
行
っ
た
。
山
と
い
う
よ

り
丘
で
、
立
木
一
本
も
な
く
雑
草
の
み
。
凍
っ
た
雪
を
除
き
、

畳
一
枚
く
ら
い
、
深
さ
五
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
、
固
く

凍
っ
て
い
る
の
を
や
っ
と
掘
っ
た
。
死
体
を
入
れ
ろ
、
そ
し
て

作
業
衣
、
下
着
、
褌
ま
で
全
部
脱
が
せ
と
。
死
体
は
ろ
う
人
形

の
よ
う
で
、
バ
ー
ル
で
足
を
軽
く
た
た
く
と
鈍
い
音
が
し
て

凍
っ
た
石
の
よ
う
だ
っ
た
。
皆
で
手
を
合
わ
せ
黙
と
う
し
土
を

か
け
た
。
ソ
連
兵
は
イ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
ダ
、
装
具
は
全
部
持
っ
て

帰
れ
。
誰
も
が
無
言
だ
っ
た
。
こ
ん
な
と
こ
ろ
で
死
ん
で
た
ま

る
か
の
気
持
ち
だ
っ
た
ろ
う
。

夜
半
の
カ
チ
ゴ
ー
リ
（
身
体
検
査
）

夜
八
時
頃
か
ら
中
隊
順
に
身
体
検
査
、
一
部
屋
に
入
り
全
員

真
っ
裸
に
な
っ
て
一
列
に
並
び
、
腰
か
け
た
女
医
の
前
に
立
ち

名
前
を
言
い
、
三
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
の
木
の
台
に
片

足
を
の
せ
、
の
せ
た
足
の
ふ
く
ら
は
ぎ
を
軽
く
な
ぜ
る
。
そ
し

て
陰
毛
を
引
張
る
。
ポ
チ
ム
（
ど
う
し
て
剃
ら
な
い
の
か
）

。

私
は
言
っ
た
、
ザ
フ
ト
ラ
バ
ー
ニ
ア
（
明
日
は
入
浴
日
）
だ
。

タ
コ
イ
タ
コ
イ
と
手
真
似
で
剃
る
説
明
。
ポ
ニ
マ
イ
（
分
か
っ

た
）

。
回
れ
右
す
る
と
お
尻
を
つ
ね
り
二
級
と
書
く
。
原
始
的

だ
が
理
に
合
っ
た
方
法
だ
な
あ
と
思
っ
た
。
翌
日
、
毛
を
剃
っ

て
も
ら
っ
た
ら
二
～
三
日
は
チ
ク
チ
ク
し
て
困
っ
た
。
次
回
か

ら
は
バ
リ
カ
ン
で
自
分
で
刈
り
済
ま
せ
た
。
入
浴
と
い
っ
て

も
、
夜
間
、
収
容
所
を
出
て
約
一
キ
ロ
、
小
さ
な
小
屋
、
浴
槽

は
な
く
、
温
水
を
器
一
杯
貰
う
だ
け
で
、
名
ば
か
り
の
入
浴
で



あ
っ
た
。

副
官
身
体
不
調

佐
賀
県
出
身
の
石
橋
元
二
副
官
は
目
ま
い
が
し
て
二
、
三
日

寝
込
ん
だ
。
自
分
が
新
京
（
長
春
）
に
入
隊
し
た
時
、
同
年
兵

が
夜
胃
け
い
れ
ん
を
起
こ
し
て
治
し
た
こ
と
、
ま
た
終
戦
直
前

部
隊
長
が
病
気
に
な
り
、
八
面
城
で
官
舎
を
訪
問
、
治
療
し
た

こ
と
を
知
っ
て
い
た
田
畑
曹
長
が
、
副
官
を
見
て
く
れ
と
。
日

曜
ご
と
に
見
舞
い
治
療
、
間
も
な
く
よ
く
な
り
帰
国
も
一
緒

だ
っ
た
。
帰
国
し
て
か
ら
五
年
ほ
ど
し
て
奥
さ
ん
か
ら
の
便
り

で
死
亡
し
た
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

オ
ー
カ
ー
（
病
弱
者
）

二
十
年
の
冬
は
自
分
の
小
隊
と
作
業
は
一
緒
だ
っ
た
が
、
二

十
一
年
と
二
十
二
年
の
十
二
月
か
ら
二
月
ま
で
の
三
ヵ
月
は

オ
ー
カ
ー
に
変
更
さ
れ
た
。
毎
月
の
検
査
は
い
つ
も
二
級
だ
っ

た
が
、
厳
寒
期
の
三
ヵ
月
は
検
査
の
翌
日
オ
ー
カ
ー
に
変
更
の

通
知
、
こ
れ
は
副
官
か
ら
所
長
に
申
し
入
れ
オ
ー
カ
ー
に
変
更

さ
せ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
全
員
が
作
業
に
出
か
け
一
人
で
食

堂
に
行
く
と
、
偽
オ
ー
カ
ー
が
来
た
と
笑
わ
れ
た
こ
と
も
あ
っ

た
。
一
、
二
級
は
零
下
二
十
五
度
ま
で
は
毎
日
野
外
作
業
。
三

級
は
収
容
所
の
雪
の
整
理
く
ら
い
。
オ
ー
カ
ー
は
仕
事
を
し
な

い
、
食
べ
て
寝
る
だ
け
、
十
人
く
ら
い
で
し
た
。

■
つ
き
と
お
供
え

ブ
ロ
ッ
ク
積
み
作
業
の
休
憩
に
近
く
の
民
家
の
お
婆
さ
ん
と

話
を
し
た
。
日
本
は
正
月
、
■
を
つ
き
、
丸
く
し
て
二
つ
重
ね

て
神
様
に
供
え
、
手
を
合
わ
せ
て
拝
む
だ
ろ
う
。
ダ
ダ
ダ
（
そ

の
通
り
だ
）

。
婆
さ
ん
は
涙
を
流
し
泣
き
だ
し
た
。
タ
ー
ム
ロ

ス
キ
ー
（
あ
そ
こ
に
ロ
シ
ア
人
が
来
た
）
五
十
メ
ー
ト
ル
先

に
。
話
は
ピ
タ
リ
と
や
め
別
の
話
に
変
え
た
。
家
の
中
に
は
、

ね
、
う
し
、
と
ら
と
丸
い
カ
レ
ン
ダ
ー
の
よ
う
な
も
の
が
掛

か
っ
て
い
た
。

パ
ン
は
食
べ
た
し
煙
草
は
喫
い
た
し
金
は
な
し

金
を
手
に
す
る
法
、
あ
る
、
あ
の
方
法
だ
。
製
材
所
に
行
っ

て
い
る
友
人
に
、
配
給
と
同
じ
石
■
の
形
の
角
材
を
三
個
持
っ

て
来
て
く
れ
。
翌
日
三
個
入
手
し
た
。
切
り
口
に
ど
ろ
を
塗
り



表
面
に
石
■
を
塗
り
出
来
上
が
り
。
土
曜
日
、
一
個
を
ポ
ケ
ッ

ト
に
入
れ
御
出
勤
。
昼
休
み
、
工
場
の
溶
接
工
に
ム
イ
ラ

ナ
ー
ダ
（
石
■
が
ほ
し
い
か
）

。
ナ
ー
ダ
、
セ
チ
ァ
ー
ス
ニ
ー

ハ
ラ
シ
ョ
ウ
（
今
は
駄
目
だ
）

。
五
時
の
ポ
ー
が
鳴
っ
た
ら
。

ポ
ニ
マ
イ
（
分
か
っ
た
）

。
作
業
終
了
の
五
時
と
同
時
に
十

ル
ー
ブ
ル
と
交
換
し
て
帰
っ
た
。
翌
日
友
人
の
収
容
所
の
庭
で

会
食
、
煙
草
を
喫
い
な
が
ら
、
あ
と
の
二
個
は
？
　
心
配
す
る

な
、
来
週
、
来
々
週
の
お
楽
し
み
を
待
っ
て
い
ろ
。

了
解
し
難
い
こ
と

サ
マ
ル
カ
ン
ド
の
町
に
行
っ
た
時
は
一
万
人
、
三
年
目
に
は

二
万
人
と
か
。
そ
の
秘
法
は
強
制
移
住
だ
。
Ａ
地
ま
た
Ｂ
地
か

ら
も
重
点
作
業
で
、
一
車
両
に
二
十
人
く
ら
い
押
し
込
ん
で
表

か
ら
鍵
を
か
け
、
食
べ
物
は
上
の
小
さ
な
窓
口
か
ら
差
し
入
れ

た
。
大
小
便
は
下
の
小
さ
な
穴
か
ら
■
で
垂
れ
流
し
。
作
業
に

行
っ
て
い
る
と
時
々
同
じ
よ
う
な
ソ
連
人
を
乗
せ
て
駅
に
来

る
。
下
車
し
て
も
指
示
あ
る
ま
で
ど
こ
へ
も
動
け
な
い
。
ま

た
、
あ
る
工
場
で
ソ
連
人
は
話
を
し
て
く
れ
た
。
自
分
は
ウ
ク

ラ
イ
ナ
で
牛
豚
鶏
を
飼
育
し
、
妻
子
が
お
り
幸
せ
だ
っ
た
。
突

然
一
ヵ
年
だ
け
別
な
仕
事
を
手
伝
っ
て
く
れ
と
無
理
に
列
車
に

乗
せ
ら
れ
て
こ
こ
に
来
た
。
一
年
過
ぎ
た
の
で
上
に
言
う
と
、

慣
れ
た
の
だ
か
ら
も
う
一
年
や
れ
。
三
年
目
に
言
う
と
、
ず

う
っ
と
や
る
よ
う
に
と
の
事
。
ま
た
、
先
週
ま
で
自
分
達
の
仕

事
の
指
導
を
し
て
い
る
ソ
連
人
は
、
今
週
は
囚
人
の
中
に
い

た
。
ポ
チ
ム
（
ど
う
し
て
）

。
農
園
で
馬
鈴
薯
を
盗
ん
で
三
年

の
刑
と
か
。

そ
の
ほ
か
多
々
あ
る
が
、
全
然
私
達
に
は
関
係
な
い
こ
と
、

い
ず
れ
も
先
様
の
こ
と
で
あ
る
。

ダ
モ
イ
（
帰
国
）

い
よ
い
よ
ダ
モ
イ
だ
。
待
っ
て
い
た
発
表
だ
。
特
技
者
約
二

十
人
く
ら
い
を
残
し
て
全
員
夜
行
軍
だ
、
カ
ラ
ガ
ン
ダ
へ
と
歩

き
続
け
た
。
貨
物
列
車
に
乗
っ
た
。
列
車
は
東
へ
と
朝
の
太
陽

は
い
つ
も
前
方
に
輝
い
て
い
た
。
出
発
し
て
二
十
日
目
、
ナ
ホ

ト
カ
に
到
着
。
三
日
ほ
ど
し
て
連
絡
船
に
乗
り
、
白
い
粉
で
消

毒
さ
れ
、
日
本
海
を
渡
り
、
日
本
が
見
え
た
。
湾
が
見
え
た
。

港
だ
、
舞
鶴
だ
。
皆
の
顔
も
目
も
生
き
生
き
と
本
当
に
う
れ
し

そ
う
だ
っ
た
。



記
念
品
は
ス
テ
ン
レ
ス
ス
プ
ー
ン
一
本
、
カ
レ
ー
用
よ
り
少

し
大
き
め
。
仲
間
の
職
人
に
作
っ
て
も
ら
っ
た
も
の
で
立
派
な

も
の
。
大
切
に
保
管
し
時
々
眺
め
て
は
あ
の
頃
の
食
事
を
思
い

出
し
て
い
る
。

帰
国
の
皆
さ
ん
、
特
に
全
抑
協
の
全
国
の
皆
さ
ん
の
ま
す
ま

す
の
健
康
と
幸
せ
を
祈
っ
て
お
り
ま
す
。

〔
編

注
〕

加
藤
源
四
郎
氏
の
手
記
は
、
第
一
巻
に
も
掲
載
さ
れ
て
お
り

ま
す
。私

の
人
生
体
験
記

旧
満
州
～
シ
ベ
リ
ア
～
那
須
町
　 

栃
木
県
　
佐
藤
繁
　 

ま
え
が
き

終
戦
後
五
十
数
年
が
過
ぎ
私
達
も
年
を
と
り
、
戦
争
経
験
者

も
少
な
く
な
り
、
当
時
の
苦
し
い
時
代
も
忘
れ
ら
れ
が
ち
の
今

日
こ
の
頃
で
あ
る
。
昭
和
二
十
年
八
月
、
我
々
が
終
戦
と
同
時

に
ロ
シ
ア
国
の
捕
虜
と
な
り
強
制
労
働
を
強
い
ら
れ
、
同
胞
が

大
勢
異
国
の
地
に
眠
っ
て
い
る
。
私
は
運
よ
く
母
国
日
本
に
帰

る
事
が
で
き
、
七
十
四
歳
の
老
人
と
な
り
、
孫
に
囲
ま
れ
健
康

に
恵
ま
れ
た
体
で
病
気
も
せ
ず
毎
日
を
幸
せ
に
暮
ら
し
て
い

る
。
ま
た
、
平
成
四
年
、
シ
ベ
リ
ア
慰
霊
訪
問
団
に
参
加
、
平

成
十
一
年
、
中
国
（
旧
満
州
）
の
慰
霊
訪
問
団
に
も
参
加
し
墓

参
を
済
ま
せ
、
人
生
に
区
切
り
の
つ
い
た
思
い
が
い
た
し
ま

す
。
こ
の
た
び
私
の
人
生
の
苦
労
と
思
い
出
を
後
世
に
伝
え

た
く
筆
を
と
り
ま
し
た
。

私
の
体
験
記

昭
和
十
五
（
一
九
四
〇
）
年
三
月
、
希
望
に
胸
を
は
ず
ま
せ

大
陸
の
地
満
州
に
開
拓
者
と
し
て
、
父
五
十
一
歳
、
母
四
十
五

歳
、
私
は
十
五
歳
、
姉
二
人
、
妹
一
人
、
弟
一
人
の
七
人
家
族

で
大
規
模
農
業
を
夢
み
て
渡
満
し
ま
し
た
（
出
生
地
、
山
形
県

西
置
賜
郡
鮎
貝
村
の
分
村
計
画
に
て
渡
満
、
北
満
の
地
に
第
八

次
太
平
山
開
拓
団
に
本
隊
と
し
て
入
植
す
る
）

。

三
月
の
満
州
は
寒
さ
も
厳
し
く
日
本
で
は
想
像
を
絶
す
る
寒




